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1969（昭和 44）年日刊工業新聞社入社。86
（同 61）年中日新聞社（東京新聞）入社。経
済部次長、浦和（現さいたま）支局長、総
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い
ま
、
政
治
が
お
も
し
ろ
い
。

筋
書
き
の
な
い
ド
ラ
マ
の
よ
う
に

予
想
も
つ
か
な
い
展
開
が
続
い
て

い
る
。
主
役
は
新
鮮
さ
と
不
安
感

が
同
居
す
る
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
で

あ
る
。
就
任
早
々
に
国
連
の
場
で

温
室
効
果
ガ
ス
25
％
削
減
を
国
際

公
約
し
、
大
型
公
共
事
業
の
象
徴

で
あ
る
群
馬
県
・
八
ツ
場
ダ
ム
の

建
設
中
止
な
ど
新
機
軸
を
次
々
と

打
ち
出
し
た
。
そ
れ
ら
の
政
策
転

換
が
実
現
す
る
か
は
ま
だ
不
明
だ

が
、
国
民
の
多
く
は
政
治
が
確
実

に
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、

暮
ら
し
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
期

待
を
寄
せ
て
い
る
。

殺
気
だ
つ

雇
用
再
建
の
現
場

　

東
京
・
西
新
宿
の
超
高
層
「
新

宿
エ
ル
タ
ワ
ー
」
二
十
三
階
に
あ

る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
宿
。
新
内
閣

が
誕
生
し
た
九
月
十
六
日
に
窓
口

を
訪
ね
て
み
る
と
、
求
職
者
や
失

業
手
当
を
申
請
す
る
人
、
職
業
訓

練
の
申
込
者
た
ち
が
黙
々
と
列
を

つ
く
っ
て
い
た
。

　

ベ
テ
ラ
ン
職
員
は
「
夏
は
一

       －国民は労組の変化も期待している国民は労組の変化も期待している国民は労組の変化も期待している－

日
三
千
人
程
度
だ
っ
た
が
現
在
は

四
千
人
以
上
も
来
る
。
職
探
し
の

人
は
誰
も
が
心
に
傷
を
負
っ
て
い

る
か
ら
、
た
だ
で
さ
え
雰
囲
気
は

重
苦
し
い
。
そ
こ
に
派
遣
切
り
と

か
希
望
退
職
で
解
雇
さ
れ
た
な
ど

不
況
の
し
わ
寄
せ
が
重
く
な
っ
て

い
る
の
で
、
大
変
気
を
遣
う
。
時

に
殺
気
を
感
じ
る
こ
と
さ
え
あ
る
」

と
顔
を
曇
ら
せ
る
。
政
権
が
交
代

し
て
も
雇
用
の
厳
し
さ
は
変
わ
ら

な
い
。

　

雇
用
統
計
が
過
酷
な
現
実
を
物

語
る
。
八
月
の
完
全
失
業
率
こ
そ

５・
５
％
と
前
月
の
５・
７
％
を
下

回
っ
た
が
、
有
効
求
人
倍
率
は

０・
四
二
倍
と
前
月
と
同
水
準
で

最
悪
記
録
を
更
新
し
続
け
て
い

る
。
昨
年
十
月
以
降
に
職
を
失
っ

た
派
遣
な
ど
非
正
規
雇
用
労
働
者

は
、
前
月
の
二
十
三
万
二
千
人
か

ら
六
千
人
増
え
て
二
十
三
万
八
千

人
に
な
っ
た
。
求
職
者
に
と
っ
て

深
刻
な
の
は
や
や
改
善
し
た
景
気

が
こ
の
先
再
び
落
ち
込
む
可
能
性

が
あ
り
、
雇
用
情
勢
は
当
分
改
善

し
な
い
と
の
見
方
が
強
い
こ
と
だ
。

　

当
面
の
失
業
阻
止
の
た
め
に
雇

用
調
整
助
成
金
が
フ
ル
稼
働
し
て

い
る
。
企
業
が
一
時
休
業
す
る
場

合
、
大
企
業
な
ら
休
業
手
当
の
三

分
の
二
、
中
小
企
業
は
五
分
の
四

が
給
付
さ
れ
る
。
麻
生
政
権
時
代

の
今
年
五
月
、
二
〇
〇
九
年
度
補

正
予
算
で
六
千
億
円
が
追
加
さ
れ
、

辛
う
じ
て
失
業
者
増
を
抑
え
て
い

る
状
況
だ
。
雇
調
金
で
支
え
て
い

る
堤
防
が
決
壊
す
れ
ば
失
業
率
は

急
上
昇
し
、
鳩
山
内
閣
は
窮
地
に

追
い
込
ま
れ
か
ね
な
い
。

新
政
権
の
課
題
は

社
会
の
安
定

　

一
見
、
日
本
社
会
は
平
穏
に
見

え
る
。
勤
労
者
の
多
く
は
毎
朝
、〝
痛

勤
電
車
〞
で
出
勤
し
夕
方
あ
る
い
は

深
夜
ま
で
残
業
し
て
（
時
に
は
酩
酊

し
て
）
帰
宅
す
る
。
そ
の
一
方
、
平

凡
な
毎
日
を
送
れ
な
い
失
業
者
や

解
雇
に
お
び
え
る
非
正
規
労
働
者

た
ち
が
急
増
し
て
い
る
。
雇
用
形

態
や
賃
金
、
労
働
時
間
な
ど
で
格

差
を
付
け
ら
れ
た
労
働
者
の
増
加

は
、
社
会
の
絆
を
確
実
に
傷
つ
け

て
い
る
。
現
在
の
日
本
は
、
も
は

や
不
安
定
社
会
に
突
入
し
て
い
る

状
況
と
言
え
る
。

　

完
全
失
業
率
が
５
％
を
超
え
る

と
殺
人
や
強
盗
な
ど
重
大
犯
罪
が

急
増
す
る
と
は
警
察
関
係
者
が
語

る
経
験
則
だ
が
、
実
際
に
統
計
が

裏
付
け
る
。
警
察
庁
の
ま
と
め
で



35   IMF JC   2009 Autumn

強
ま
る〝
国
民
労
組
〞
の

役
割

　

連
合
は
十
月
八
、九
日
の
定
期
大

会
で
新
会
長
に
古
賀
伸
明
氏
を
選

出
し
た
。
電
機
連
合
委
員
長
を
経

て
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
期
四
年
、

事
務
局
長
と
し
て
高
木
会
長
を
支

え
て
き
た
。
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
性

格
と
手
堅
い
手
腕
を
買
わ
れ
て
の

登
場
だ
。
こ
の
機
会
に
連
合
自
身

も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
一
に
民
主
党
が
野
党
か
ら
国

民
政
党
に
な
っ
た
よ
う
に
、
連
合

も
国
民
生
活
を
最
優
先
に
考
え
る

〝
国
民
労
組
〞
に
脱
皮
す
べ
き
で
あ

る
。
た
と
え
ば
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
で
は
鉄
鋼
や
自
動
車
な
ど
主
要

産
別
労
組
が
反
発
し
て
い
る
。
急

激
な
削
減
で
は
産
業
が
耐
え
ら
れ

な
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
国
民
生

活
と
く
に
雇
用
へ
の
影
響
も
出
る

―
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
ら
は
確
か

に
大
問
題
だ
が
、
む
し
ろ
高
い
ハ
ー

ド
ル
を
ど
う
乗
り
越
え
る
の
か
を

労
使
と
国
民
に
呼
び
掛
け
る
こ
と

の
方
が
大
切
で
は
な
い
か
。

　

第
二
に
公
務
員
制
度
改
革
や
非

正
規
雇
用
対
策
で
は
、
組
合
員
・

組
織
自
体
に
降
り
掛
か
る
痛
み
に

も
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
天

下
り
禁
止
や
人
件
費
削
減
な
ど
の

厳
し
い
政
府
方
針
は
、
甘
受
し
な

け
れ
ば
な
る
ま
い
。
労
働
者
派
遣

法
改
正
で
は
製
造
業
派
遣
の
禁
止

が
焦
点
と
な
っ
て
い
て
電
機
産
業

な
ど
で
抵
抗
が
強
い
。
し
か
し
こ

れ
は
不
安
定
雇
用
全
体
の
解
消
の

第
一
歩
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
に
、
組
織
拡
大
で
は
非
正

規
労
働
者
に
も
っ
と
目
を
向
け
る
。

こ
の
問
題
は
金
属
労
協
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ－

Ｊ
Ｃ
）に
も
共
通
す
る
。
厚
労
省
の

調
査
に
よ
る
と
労
組
の
う
ち
パ
ー

ト
と
契
約
社
員
の
加
入
を
認
め
る

組
合
は
23
％
程
度
あ
る
が
、
派
遣

社
員
を
認
め
る
の
は
３・
１
％
に

と
ど
ま
る
。
組
合
費
を
負
担
し
な

い
人
の
こ
と
ま
で
面
倒
を
見
る
の

か
―
と
の
思
い
は
理
解
で
き
る
が
、

非
正
規
の
人
た
ち
の
組
織
化
を
進

め
な
け
れ
ば
労
組
の
力
は
強
く
な

ら
な
い
。

　

政
治
と
同
様
、
国
民
は
労
組
の

変
化
も
大
い
に
期
待
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

は
、
今
年
一
〜
六
月
の
全
国
の
強

盗
件
数
は
二
千
三
百
九
十
九
件
で

前
年
同
期
比
17
・
５
％
増
、
ひ
っ

た
く
り
は
一
万
百
八
十
九
件
で
14
・

８
％
増
だ
っ
た
。
と
く
に
コ
ン
ビ

ニ
強
盗
は
四
百
八
十
七
件
で
こ
れ

は
65
・
６
％
も
増
え
て
い
る
。

　

昨
年
一
年
間
の
自
殺
者
は

三
万
二
千
二
百
四
十
九
人
に
達
し
、

十
一
年
連
続
で
三
万
人
を
超
え
た
。

自
殺
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、

日
本
人
に
特
徴
的
な
こ
と
は
う
つ

病
な
ど
の
健
康
問
題
に
加
え
、
就

業
失
敗
や
失
業
、
生
活
苦
な
ど
経

済
状
況
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
自

殺
は
個
人
的
な
問
題
で
は
な
い
。

経
済
社
会
の
不
安
定
さ
が
増
す
ほ

ど
、
有
形
無
形
の
圧
力
と
な
っ
て

個
人
を
追
い
詰
め
る
の
だ
。

　

鳩
山
内
閣
が
早
急
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
不
安
定

社
会
の
是
正
―
と
く
に
雇
用
改
善

で
あ
る
。
失
業
防
止
の
た
め
の
雇

調
金
拡
充
と
再
就
職
の
支
援
、
そ

し
て
雇
用
保
険
が
無
く
て
も
（
失

業
給
付
が
切
れ
て
も
）
す
ぐ
に
生

活
保
護
に
行
か
な
い
た
め
の
第
二

の
安
全
網
の
構
築
な
ど
が
重
要
だ
。

　

さ
ら
に
不
安
定
雇
用
の
一
因
と

な
っ
て
い
る
労
働
者
派
遣
法
の
抜

本
改
正
や
有
期
雇
用
労
働
者
の
保

護
法
制
定
、
そ
し
て
パ
ー
ト
労
働

者
や
介
護
従
事
者
た
ち

の
賃
上
げ
に
つ
な
が
る

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

に
力
を
入
れ
て
取
り
組

む
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。
雇
用
の
維
持
と
再

就
職
の
円
滑
化
が
、
社

会
の
安
定
の
最
低
条
件

だ
。
い
わ
ば
「
国
民
生

活
の
底
上
げ
」
を
図
る

こ
と
が
新
内
閣
の
緊
急

課
題
で
あ
る
。
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